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長
生
き
に
あ
や
か
っ
て

成
人
式
に
併
せ
て
高
齢
者
顕
彰

一
月
十
五
日
の
成
人
式
に
併
せ
て
高

齢
者
顕
彰
式
が
、
土
井
之
内
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
健
康
を
た
た
え

る
と
共
に
、
新
成
人
に
も
町
内
の
高
齢

者
の
長
い
人
生
を
指
標
に
し
て
も
ら
お

う
と
毎
年
、
成
人
の
日
に
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
も
十
二
人
の
お
年
寄
り
が
顕
彰

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
を
か
で
も
中

尾
ち
よ
う
さ
ん
（
俣
野
）
　
と
下
垣
喜
子

さ
ん
　
（
美
用
）
　
の
二
人
が
自
ら
出
席
し
、

清
新
の
香
に
あ
ふ
れ
る
成
人
者
や
列
席

の
来
賓
席
か
ら
一
世
紀
を
生
き
抜
き
、

社
会
・
家
庭
に
貢
献
し
て
来
ら
れ
た
大

先
輩
に
対
し
て
尊
敬
の
拍
手
が
わ
き
ま

し
た
。

（
顕
彰
者
は
別
掲
）

▲
井
上
町
長
の
祝
辞
を
受
け
ら
れ
る
顕
彰
者

中
尾
も
よ
う
さ
ん
㊧
、
下
垣
喜
子
さ
ん
㊨

そ
し
て
、
受
彰
者
の
家
族
の
み
な
さ
ん
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12月定例町議会

ス
キ
ー
リ
フ
ト
を
建
設

南
大
山
ス
キ
ー
場

十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
二
月
十
六
日
か

ら
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
昭
和
五
十
五
年

度
の
各
会
計
決
算
を
は
じ
め
、
呵
長
提
出
の
二

十
五
議
案
を
審
議
、
提
出
案
件
を
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
承
認
し
ま
し
た
。

報町府江

一
般
会
計
決
算

歳
入三
十
三
億
二
、
八
九
四
万
七
千
円

歳
出三
十
二
億
七
、
〇
〇
四
万
九
千
円

差
引
残
額
　
五
、
八
八
九
万
八
千
円

内
翌
年
度
繰
越
財
源
充
当
額
一
、

〇
三
七
万
四
千
円
を
控
除
し

実
質
収
支
額
四
、
八
五
二
万
四
千
円

（
各
会
計
決
算
状
況
は
、
次
号
に
掲
載
）

専
決
処
分
し
た
事
項
の
承
認

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
追

加
配
分
に
よ
り
、
こ
れ
が
事
業
を
施
行

の
た
め
一
般
会
計
予
算
を
補
正
し
た
も

の
で
、
既
定
の
予
算
額
に
二
千
七
百
四

十
七
万
八
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
二
十
八
億
八
千
四
百
三
十
九
万
四
千

円
と
す
る
。

索
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定懸
案
の
南
大
山
ス
キ
ー
場
の
ス
キ
ー

▲スキーリフトの建設が予定されている南大山スキー場

リ
フ
ト
建
設
事
業
が
、
国
の
国
立
公
園

計
画
に
編
入
さ
れ
、
本
年
度
内
に
認
可

さ
れ
、
着
工
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
た

た
め
、
こ
れ
に
伴
う
索
道
事
業
の
設
置

及
び
管
理
等
の
条
例
制
定
。

索
道
事
業
が
経
営
す
る
事
業
は

ス
キ
ー
リ
フ
ト
　
　
二
基

特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
改
正

索
道
事
業
の
設
置
に
伴
い
、
こ
れ
が

特
定
事
業
と
し
て
経
営
す
る
た
め
、
索

道
事
業
特
別
会
計
を
設
置
す
る
も
の
。

敬
老
年
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正

国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

同
法
に
よ
る
老
齢
福
祉
年
金
の
支
給
が

所
得
制
限
に
よ
り
一
部
停
止
さ
れ
る
者

は
、
こ
の
条
例
に
よ
る
年
金
の
支
給
対

象
外
と
な
り
、
又
難
民
の
地
位
に
関
す

る
条
約
並
び
に
出
入
国
管
理
令
等
の
改

正
に
伴
い
外
国
人
に
も
適
用
を
及
ぼ
す

た
め
の
改
正
。

過
疎
地
域
振
興
計
画
の
変
更

昭
和
五
十
五
年
八
月
策
定
し
た
昭
和

五
十
五
年
度
か
ら
五
十
九
年
度
ま
で
の

過
疎
地
域
振
興
計
画
に
つ
い
て
、
町
道

路
線
の
変
更
あ
る
い
は
新
規
事
業
の
実

施
に
よ
り
、
計
画
本
文
を
変
更
す
る
も
の
。

一
般
会
計
予
算

二
十
九
億
三
千
万
円

一
般
会
計
補
正
予
算

既
定
の
予
算
額
に
、
三
千
九
百
五
十

八
万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
醇
を

二
十
九
億
二
千
三
百
九
十
七
万
九
千
円

と
す
る
。

主
な
補
正
内
容
は

ス
キ
ー
リ
フ
ト
建
設
事
業
を
特
別
会

計
に
組
替
補
正
の
た
め
の
減
額
、
電
源

最
高
齢
者

1
2
名
を
顕
彰

一
月
十
五
日
の
成
人
式
に
つ
づ
い

て
恒
例
の
高
齢
者
顕
彰
式
が
、
土
井

之
内
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
九
十
二
歳
の
野
田
と
み

よ
さ
ん
、
中
尾
ち
よ
う
さ
ん
の
二
人

に
井
上
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品

が
、
ま
た
、
九
十
七
歳
の
消
水
り
き

さ
ん
、
川
上
か
ね
さ
ん
ら
を
筆
頭
に

八
人
の
方
々
に
同
じ
く
目
録
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
う
し
た
高
齢
者
を
扶
養

介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
の
方
へ
介
護

年
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

顕
彰
者
は
次
の
方
で
す
。
（
敬
称
略
）

高
齢
者
顕
彰

野
田
と
み
よ
　
9
2
歳
　
（
大
河
原
）

（
野
田
正
博
母
）

中
尾
ち
よ
う
　
犯
歳
　
（
日
の
詰
）

（
中
尾
教
恩
母
）

名
誉
賞
（
昨
年
ま
で
の
受
彰
老
）

清
水
　
り
き
　
9
7
歳
　
（
吉
　
原
）

（
遠
藤
克
美
祖
母
）

川
上
　
か
ね
　
9
7
歳
　
（
御
　
机
）

（
川
上
寿
延
母
）

長
尾
　
い
そ
　
9
6
歳
　
（
一
旦
）

（
宇
田
川
ま
さ
よ
母
）

野
田
　
そ
の
　
9
5
歳
　
（
大
河
原
）

（
野
田
要
養
母
）

徳
岡
　
た
か
　
9
5
歳
　
（
江
　
尾
）

（
徳
岡
静
子
母
）

長
岡
か
め
よ
　
9
4
歳
　
（
宮
　
市
）

（
長
岡
康
弘
祖
母
）

森
田
　
義
明
　
9
4
歳
　
（
貝
　
田
）

（
森
田
良
一
養
父
）

小
峰
か
め
の
　
9
3
歳
　
（
洲
河
崎
）

（
小
峰
繁
母
）

下
垣
　
喜
子
　
9
3
歳
　
（
美
　
用
）

二
島
下
亘
曽
祖
母
）

川
上
千
代
美
　
9
3
歳
　
（
杉
　
谷
）

（
川
上
勉
母
）

町
消
防
出
初
め
式

一
月
六
日
、
町
消
防
出
初
め
式
が

上
之
段
広
場
で
、
来
賓
を
は
じ
め
、
西

部
広
域
消
防
署
員
、
町
消
防
団
員
ら

八
十
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

出
初
め
式
で
は
、
井
上
町
長
が
「
町

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
上
で
日
夜

努
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
団
員
に
感
謝

す
る
と
共
に
、
消
防
の
任
務
は
益
々

重
要
と
在
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

消
防
使
命
達
成
の
た
め
努
力
し
て
下

さ
い
」
と
式
辞
の
後
、
優
良
団
員
の

表
彰
、
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
式
を
閉

じ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
本
町
通
り

で
団
員
の
分
列
行
進
、
消
防
車
の
パ

レ
ー
ド
。
ま
た
、
自
住
地
内
で
一
斉

放
水
を
行
い
、
町
土
の
守
り
に
備
え

る
意
気
込
み
を
示
し
ま
し
た
。

受
彰
団
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
町
長
表
彰
】
勤
続
章
　
白
石
厚
志

大
岩
泰
彦
　
遠
藤
功
　
精
勤
章
　
竹

内
敏
朗
【
県
消
防
協
会
長
】
功
績
章

白
石
厚
志
【
西
部
消
防
協
会
長
】
勤

続
章
　
高
山
伊
磋
雄
　
（
敬
称
略
）
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交
付
金
事
業
、
山
村
振
興
対
策
事
業
、

ほ
場
整
備
事
業
、
道
路
橋
梁
改
良
事
業

等
の
補
正
で
、
こ
れ
が
財
源
と
し
て
、

町
税
、
分
担
金
及
び
負
担
金
、
国
、
県

支
出
金
、
繰
越
金
、
町
俵
な
ど
を
充
当

し
補
正
措
置
を
し
た
。

町
道
改
烏
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（二件）
町
道
杉
谷
貝
田
袋
原
線
道
路
改
良
工

事
（
杉
谷
地
内
）
を
随
意
契
約

（
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
も
不
落
札
に

よ
り
最
低
音
と
随
意
契
約
）
　
に
よ
り
、

有
限
会
社
　
浜
本
組
と
契
約
（
工
事
費

四
千
七
百
万
円
）
の
承
認

町
道
助
沢
三
平
線
道
路
改
良
工
事
（

助
沢
地
内
）
を
、
指
名
競
争
入
札
に
よ

り
　
有
限
会
社
　
住
田
組
と
契
約
（
工

事
費
　
三
千
二
百
万
円
）
の
承
認

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
癒
合
の
共

同
処
理
事
務
及
び
規
約
を
変
更
す
る
協

議
従
来
、
西
部
地
区
に
点
在
す
る
八
病

院
（
国
立
米
子
病
院
、
西
伯
病
院
、
高

島
病
院
、
山
陰
労
災
病
院
、
元
町
病
院
、

済
生
会
境
港
病
院
、
日
野
病
院
、
日
南

病
院
）
の
開
設
者
が
、
地
域
住
民
の
救

急
医
療
の
確
保
を
図
る
た
め
行
っ
て
い

る
病
院
群
輪
番
制
病
院
運
営
事
業
に
対

し
、
米
子
市
で
補
助
金
の
交
付
事
務
が

行
わ
れ
て
い
る
も
の
を
、
西
部
広
域
全

市
町
村
に
関
係
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
こ
の
補
助
事
業

を
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
に
移
管
し

共
同
処
理
を
す
る
た
め
。

承
認契
約
の
金
額

五
億
九
千
八
百
八
十
万
円

昭
和
五
十
六
年
度

一
億
三
千
二
百
三
十
一
万
円

昭
和
五
十
七
年
度

四
億
六
千
六
百
四
十
九
万
円

町
長
日
誌

＊
1
2
　
月

1
日
㈹
　
全
国
過
疎
地
域
振
興
大
会
、

全
国
水
道
事
業
推
進
会
議
、

全
国
町
村
長
大
会
、
全
国

町
民
総
合

体
育
館

工
事
に
着
手

町
民
総
合
体
育
館
新
築
工
事
請
負
契
約

の
締
結
白
住
運
動
公
園
建
設
整
備
の
一
環
と

し
て
、
電
源
立
地
促
進
対
策
交
付
金
を

一
部
充
当
し
、
昭
和
五
十
六
年
度
、
五

十
七
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て
実
施
す

る
町
民
総
合
体
育
館
新
築
工
事
を
、
指

名
競
争
入
札
に
よ
り
、
広
島
市
、
株
式

会
社
奥
村
組
（
広
島
支
店
）
と
契
約
の

索
道
事
業
特
別
会
計
予
算

索
道
事
業
の
設
置
に
伴
い
、
南
大
山

ス
キ
ー
場
の
ス
キ
ー
リ
フ
ト
経
営
の
た

め
の
予
算
総
額
を
一
億
三
千
万
円
と
し

こ
れ
が
財
源
と
し
て
、
t
般
会
計
繰

入
金
　
三
千
万
円
、
町
債
一
億
円
を

充
当
し
予
算
措
置
を
し
た
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
一
般
職
員

の
給
与
を
改
定
す
る
た
め
の
条
例
の
一

部
改
正
と
、
給
与
等
関
係
費
の
追
加
補

正
、
組
替
補
正
の
た
め
、
関
係
す
る
会

計
の
予
算
補
正
措
置
を
行
っ
た
。

5
日
出
　
自
然
休
養
村
会
議
（
東
京
）

7
日
㈲
　
三
町
衛
生
施
設
組
合
譲
合
、

下
蚊
屋
農
業
ダ
ム
対
策
委

員
会

8
日
㈹
　
加
藤
政
吉
氏
叙
勲
祝
賀
会
、

教
育
委
員
会
研
修

9
日
㈱
　
中
電
交
通
安
全
防
犯
協
力
会

1
0
日
㈹
　
助
沢
夢
ム
対
策
委
員
会

1
1
日
㈱
　
西
部
視
聴
覚
協
譲
合
（
米

子
）
、
小
・
中
P
T
A
役

員
来
庁

1
2
日
也
　
県
政
に
要
望
す
る
会
（
根

1
4
日
㈲

1
5
日
㈹

1
6
日
㈹

1
7
日
㈹

18
日
惚

19
日
出

2
1
日
㈱

2
2
日
㈹

2
3
日
㈱

2
4
日
㈹

2
5
日
励

2
6
日
出

∵

雨
）
、
江
尾
区
役
員
来
庁

大
方
現
地
調
査
、
部
内
会

議西
部
町
村
長
会
（
米
子
）

定
例
町
議
会
（
本
会
議
）

俳
句
教
室

定
例
町
議
会
（
本
会
議
）
、

議
会
特
別
委
貞
全

議
会
特
別
委
員
会
、
農
業

委
員
会

定
例
町
議
会
（
本
会
議
）

池
の
内
集
会
所
竣
工
式

民
生
委
貞
全

町
民
総
合
体
育
館
起
工
式

岡
村
中
電
取
締
役
来
庁
、

旧
共
済
組
合
職
員
会

商
大
山
ス
キ
ー
場
開
き

）
町
職
員
研
修
会

2
8
日
㈲
　
ご
用
納
め
式

一
瞥
県
田
那
付

森田さんに

総理大臣表彰

このほど森田一

郎さん（貝田）が

統計功労者として

総理大臣表彰を受

けられました。

森田さんは、昭

和25年に行われた国勢調査から50年に行

われた国勢調査まで連続6回調査員とし

て適切を調査に当たり、そのほか農林業

センサスをど各種の統計調査月とも在り、

その功労が認められたものです。

また、森田さん一家は、統計調査一家

で、をかでも国勢調査は一郎さんで三代

目です。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府　　町　　報

町民総合体育館建設に着手

レ
ー
ニ
ン
ヴ
室
併
設
の
総
合
体
育
館

体
育
室
は
訓
ル
〓
三
面

共
用
し
て
万
に
侵
二
面

白
住
運
動
公
園
整
備
事
業
の
一
環
と
し
て
計
　
．

画
さ
れ
て
い
ま
し
た
町
民
総
合
体
育
館
の
請
／

／
　
渡
し
を
終
え
、
昨
年
十
二
月
二
十
四
日
起
工

／
　
式
が
行
わ
れ
、
五
十
七
年
十
月
末
の
完
成
を

／
　
目
指
し
て
建
設
工
事
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ー囁恥

…JJ

▲町民総合体育館の完成予想模型

ト
自
任
ス
ポ
ー
ツ
公
園
完
成
予
想
模
型

起
工
式
に
は
、
井
上
町
長
は
じ
め
、

町
議
会
議
員
、
町
関
係
者
、
設
計
、
工

事
関
係
者
ら
約
五
〇
人
が
出
席
し
、
建

設
地
の
白
住
団
地
で
神
事
を
行
い
、
井

上
町
長
、
設
計
監
理
担
当
の
鈴
木
中
電

技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
社
長
、
工
事

請
負
の
秋
山
奥
村
組
広
島
支
店
長
に
よ

る
鍬
入
れ
の
の
ち
、
関
係
代
表
者
が
玉

串
を
さ
さ
げ
て
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

体
育
館
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二

階
建
て
、
延
面
積
四
、
一
七
一
・
五
三
平

方
メ
ー
ト
ル
、
工
事
費
五
億
九
千
八
百

八
十
万
円
で
、
電
源
立
地
促
進
対
策
交

付
金
、
町
儀
を
ど
を
充
当
し
、
五
十
六

年
度
、
五
十
七
年
度
の
二
か
年
継
続
で

建
設
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

噛

一
階
は
、
管
理
事
務
室
、
更
衣
室
、

便
所
、
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
の
管
理
棟
の

は
か
卓
球
台
が
五
面
の
小
体
育
室
、
諸

設
備
を
備
え
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
エ

ス
キ
ー
テ
ニ
ス
と
車
の
駁
車
場
も
兼
ね

た
ピ
ロ
テ
ィ
ー
な
ど
の
施
設
。

特
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
の
基
礎
体
力
の
増
強
と
若
い
者

も
お
年
寄
り
も
手
軽
に
使
用
で
き
る
運

動
器
具
を
備
え
、
健
康
管
理
と
体
力
づ

く
り
に
役
立
て
ま
す
。

二
階
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
三

面
が
並
列
で
き
る
体
育
室
二
、
七
二

八
平
方
米
）
で
、
共
用
し
て
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
二
面
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト

一
〇
面
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト

二
面
、
高
鉄
棒
二
基
、
低
鉄
棒
三
基
を

施
設
し
、
両
サ
イ
ド
に
約
五
〇
〇
人
収

容
の
観
覧
席
、
倉
庫
を
完
備
さ
れ
ま
す
。

外
壁
は
タ
イ
ル
張
り
仕
上
げ
、
屋
根

は
、
越
し
屋
根
造
り
で
、
耐
候
性
鋼
根

日
本
互
型
重
ね
ブ
キ
、
三
重
の
塔
を
思

い
浮
か
べ
る
モ
ダ
ン
な
体
育
館
で
県
下

町
村
で
も
大
規
模
な
体
育
館
と
な
り
ま

す
。江
美
城
跡
に
建
立
さ
れ
た
歴
史
民
俗

資
料
館
と
日
野
川
を
隔
て
て
相
対
す
る

姿
は
、
町
の
名
物
と
も
な
り
ま
し
ょ
う
。

五
十
七
年
三
月
未
に
完
成
す
る
予
定

の
町
民
総
合
運
動
場
に
隣
接
す
る
こ
の

体
育
館
は
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ
の
殿
堂
と

し
て
、
広
く
町
民
の
健
康
、
体
力
づ
く

り
に
役
立
つ
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
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二
月
停
櫨
行
事

乳
幼
児
相
談

日
時
　
二
月
十
七
日
0
0

午
前
九
時
～
十
一
時

午
後
一
時
～
三
時

場
所
　
町
役
場
裏
二
階

対
象
児
　
満
一
歳
未
満
児
と

滴
一
歳
六
か
月
未

満
児

一
歳
六
か
月
児
健
鷹
珍
重

日
時
　
二
月
十
八
日
㈱
午
後

十
二
時
三
十
分
～
一
時

場
所
　
町
役
場
裏
二
階

対
象
児
　
昭
和
五
十
五
年
六

月
・
七
月
・
八
月

出
生
児

内
容
　
問
診
、
身
体
計
測
、

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

保
健
指
導

母
親
学
級

日
時
　
二
月
二
十
四
日
㈱

午
前
九
時
～
十
二
時

場
所
　
町
役
場
保
健
室

対
象
　
妊
婦
（
個
人
通
知
し

ま
す
）

ポ
リ
オ
（
小
児
腐
痔
）

第
【
回
予
防
接
種

日
時
　
二
月
二
十
四
日
㈱

午
後
二
時
～
三
時
受

付

場
所
　
町
役
場
裏
二
階

対
象
　
昭
和
五
十
三
年
二
月
～

五
十
六
年
十
月
出
生
児

（
個
人
通
知
し
ま
す
）

太
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

－
余
禄
－

サ
ウ
ナ
風
呂
の
効
果
は

⑳

冬
の
間
は
活
動
範
囲
が
狭
く
な
り
、

ま
た
正
月
の
お
も
ち
の
食
べ
す
ぎ
で
体

重
が
少
し
オ
ー
バ
ー
ぎ
み
に
を
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

当
町
で
の
昭
和
五
十
六
年
度
総
合
検

診
の
結
果
、
受
診
者
の
約
二
割
が
肥
満

で
あ
る
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
別
に
み
る
と
、
男
四
一
一
人
中

肥
満
者
一
〇
四
人
（
二
五
二
二
紹
）
、

女
八
六
五
人
中
肥
満
者
一
八
一
人
（
二

〇
・
九
悠
）
と
、
男
性
側
に
肥
満
者
が

多
い
よ
う
で
、
（
図
1
）
　
こ
れ
を
地
区

別
に
み
る
と
、
江
尾
地
区
二
二
・
五
琵

米
沢
地
区
二
一
二
一
律
、
日
光
地
区
一

五
・
四
川
代
、
神
奈
川
地
区
二
五
・
四
川
代

と
を
っ
て
い
ま
す
。
（
図
2
）

昔
は
肥
満
は
、
健
康
、
体
力
、
富
の

象
徴
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
う
ら
や
ま

し
が
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
う
ら

や
ま
し
が
ら
れ
て
い
た
の
と
は
裏
腹
に
、

肥
満
の
人
達
は
、
体
が
だ
る
く
、
動
く

の
が
い
や
に
を
り
、
ま
た
糖
尿
病
の
外

に
高
血
圧
症
、
心
臓
病
に
も
か
か
り
や

す
い
危
険
を
も
っ
て
お
り
、
健
康
の
シ

ン
ボ
ル
ビ
こ
ろ
で
は
な
く
、
む
し
ろ
成

人
病
の
巣
と
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

標
準
体
重
は
、
（
身
長
－
一
〇
〇
×

〇
・
九
）
　
で
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
よ
り

体
重
が
多
い
人
は
最
大
限
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
程
度
に
お
さ
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
と
く
に
食
事
に
注
意
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

や
せ
た
い

一
心
で
サ
ウ

ナ
風
呂
を
利

用
し
て
い
る

人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
確

図2地区別肥満者率　　　図1男女別肥満者率

肥満者数／受診音数
（％）

緊　　　女

肥満者数／受診者数
（％）

曇萱
江　　　米
尾　　　訳
地　　　地
区　　　区

減
食
療
法
三
つ
の
カ
ギ

●
総
カ
ロ
リ
ー
を
減
ら
す
こ
と

●
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と

●
途
中
で
や
め
ず
に
長
続
き
さ
せ
る
こ
と

－1日あたりの摂取カロリーは－

前
回
（
昭
和
三

十
八
年
）
と
比
べ

る
と
、
摂
取
カ
ロ

リ
ー
が
減
っ
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

こ
の
よ
う
に
太
り

す
ぎ
を
ス
ト
ッ
プ

さ
せ
る
対
策
が
考

え
ら
れ
て
い
る
理

由
は
、
子
供
に
も
、

大
人
に
も
肥
満
が

増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
か
ら

で
す
。

か
に
ム
シ
風
呂
は
、
消
費
カ
ロ
リ
ー
が

上
が
る
し
汗
を
か
き
ま
す
の
で
、
体
重

は
減
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
水
分
が

出
た
だ
け
で
本
当
に
体
重
が
減
っ
た
の

で
は
を
く
、
水
を
飲
め
ば
す
ぐ
も
と
に

も
ど
り
ま
す
。
脂
肪
が
と
れ
を
け
れ
ば

本
当
に
や
せ
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
ム

シ
風
呂
を
利
用
し
た
全
身
美
容
は
ハ
ダ

を
美
し
く
す
る
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、

や
せ
る
た
め
に
は
効
果
が
な
い
こ
と
を

お
忘
れ
な
く
。

保
健
同
人
社
（
成
人
病
保
健
シ
リ
ー
ズ
か
ら
）

肥
満
児
を
や
せ
さ
せ
る
方
法
／

大
阪
市
立
大
方
式

育
ち
ぎ
か
り
で
食
欲
お
う
せ
い
な
子

供
を
い
か
に
や
せ
さ
せ
る
か
、
苦
労
の

タ
ネ
で
す
が
、
こ
こ
で
大
阪
市
大
で
と

っ
て
い
る
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
家
族
よ
り
三
十
分
前
に
肥
満
児

だ
け
先
に
食
卓
に
つ
け
ま
す
。
そ
し
て
、

あ
っ
さ
り
し
た
ス
ー
プ
を
た
っ
ぷ
り
飲

ま
せ
、
そ
の
あ
と
で
野
菜
と
果
物
の
サ

ラ
ダ
を
こ
れ
ま
た
た
っ
ぷ
り
食
べ
さ
せ

ま
す
。
二
二
二
十
分
休
ま
せ
お
を
か
が

い
っ
ぱ
い
だ
な
と
感
じ
る
頃
に
家
族
と

一
緒
に
食
卓
を
囲
み
ま
す
。
こ
う
す
れ

ば
食
事
量
を
減
ら
し
て
も
つ
ら
く
を
い

わ
け
で
す
。
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2
0
歳
に
な
っ
た
ら

年
金
に
加
入
を

報町府江

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
国
民

年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
。

年
金
制
度
は
、
国
民
年
金
を
は
じ
め

八
種
類
あ
り
、
そ
の
人
の
職
業
に
よ
っ

て
ど
れ
か
の
制
度
に
加
入
し
を
け
れ
ば

な
ら
を
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
、
商
工
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
等
の
自
営
業
者
と
そ
の
家

族
の
た
め
の
制
度
で
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
な
ど
他
の
制
度
に
加
入
し
て
い

を
い
二
十
歳
か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人

は
、
必
ず
加
入
し
を
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
年
金
は
、
老
後
の
保
障
を
目
的

と
し
た
老
齢
年
金
だ
け
で
な
く
、
障
害

年
金
や
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
を
ど
、

思
い
が
け
な
い
事
故
に
あ
っ
た
と
き
に

も
保
障
が
行
わ
れ
ま
す
。

老
後
や
不
慮
の
事
故
に
対
す
る
備
え

は
、
若
い
う
ち
か
ら
準
備
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
国
民
年

金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
日
額
四
、

五
〇
〇
円
で
す
。
又
、
保
険
料
を
納
め

た
く
て
も
経
済
的
な
理
由
で
納
め
ら
れ

を
い
人
の
た
め
に
、
保
険
料
納
付
が
免

匹旧訓璽一　一一

2月1日～2月28日

－ねずみ退治運動－

■■し＿

ごいっしょにどうぞ

国民保養センター

国民年金保養センターは、国民年金の加入

者や受給者及びその家族の方、また一般の方

々の健康増進やレクリェーションをどにご利

用いただくための宿泊施設です。

全国に32か所あり、いずれも豊かな自然と

すぐれた眺望、静かな環境の中に建てられて

おり、安い料金で利用できますので家族連れ

やグループ旅行に最適です。今回から全国の

国民年金保養センターを紹介しますのでどし

どしご利用ください。

鳥取県　いなばじ①
〒680－14　鳥耶市松原343

（TEL）0857－57－0224

・利用料金
（1泊2食付）

被保険・受給権者

3，400円

一　　　般

3，800円

小・中学生

2，400～2．600円

・予約の申込み・聞合せ

「いなばじ」へ直接

・交通

鳥取駅前から吉岡温泉行きのバスで約35分

センター前下車。鳥耶空港からタクシーで15

分。

・ひとくちガイド

鳥取市の効外、伝説と石釜漁法で知られる

湖山池の近くにあるモダンな建物。吉岡温泉

に近く、ここも同質の温泉。湖山池まで歩い

て5分。眺めのよいつづらお城跡公園や青島

は散歩の範囲。

二
月
一
日
か
ら
二
月
二
十
八
日
ま

で
県
下
一
斉
に
ね
ず
み
退
治
運
動
が
・

実
施
さ
れ
ま
す
。

ね
ず
み
は
、
食
料
品
を
食
い
あ
ら

す
だ
け
で
な
く
食
中
毒
や
伝
染
病
の

感
染
源
と
も
な
り
、
家
屋
の
被
害
等
、

保
健
衛
生
上
か
ら
も
人
間
の
生
活
を

お
び
や
か
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
一
斉
に
駆
除
し
、
被
害
を
未
然

に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

猟
銃
の
安
全
な
保
管
を

猟
期
は
二
月
十
五
日
ま
で

狩
猟
期
間
も
二
月
十
五
日
で
終
り

で
す
。
そ
の
後
は
、
た
と
え
所
持
許

可
を
受
け
て
い
る
猟
銃
で
あ
っ
て
も
、

特
別
に
許
可
を
受
け
た
場
合
の
は
か

は
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

狩
猟
シ
ー
ズ
ン
が
過
ぎ
る
と
、
シ

ー
ズ
ン
中
、
大
切
に
し
て
い
た
猟
銃

や
残
り
の
実
包
は
、
案
外
粗
末
に
扱

い
が
ち
で
す
が
、
盗
姓
や
事
故
を
防
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一
人
当
り
5

0
0
円
減
税

申
告
は
3
月
1
5
日
ま
で
に

報町府

昭
和
五
十
六
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し

た
。所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十

六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

町
で
も
申
告
相
談
を
次
表
の
と
お

り
設
け
ま
す
の
で
ご
利
用
い
た
だ
き
、

期
限
に
遅
れ
な
い
よ
う
、
正
し
い
申

告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
、
特
別
減
税
の
特
例
制
度

が
設
け
ら
れ
、
税
金
か
ら
本
人
、
配

偶
者
、
扶
養
控
除
を
受
け
て
い
る
人

数
に
一
人
当
り
五
百
円
の
減
税
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

給
与
所
得
者
等
の
人
で
、
年
末
調

整
で
減
税
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

申
告
を
し
て
下
さ
い
。

所
得
税
の
確
走
申
告
を
し
を
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
は
、
次
の
よ
う
を
方

々
で
す
。

①
事
業
を
し
て
い
る
人
や
不
動
産

収
入
の
あ
る
人
、
土
地
を
売
っ
た
人

な
ど
で
、
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額

が
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の

所
得
控
除
を
こ
え
る
人
。

②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収

が
一
千
万
円
を
こ
え
る
人
や
、
給
与

以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
こ
え
る

人
。サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
確
定

申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
確
定
申
告
を
し
な
く
て

も
よ
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
も
、

次
の
よ
う
を
場
合
は
確
定
申
告
を
す

る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
戻

っ
て
き
ま
す
。

①
住
宅
を
新
築
し
た
り
、
新
築
の

住
宅
を
購
入
し
た
と
き

②
入
院
な
ど
で
多
額
の
医
療
費
を

◎

江

申告相談日程
会場　町役場二階会議室

月　 日 対　 象　 部　 落 受 付 時 間

2 月23 日伏）
大河 原 8 30 －11 00

富 市、宮市 原 13 00 ～ 16 00

24 日（水）
助 沢、下蚊 屋 8 30 ～11 00

小 原、美 用 13 00 － 16 00

25 日（杓
乗 尾、杉谷 8 30 、11 00

貝田 13 00 ～ 16 00

26 日（釦 営庶 業 、山林、譲渡 9 ：30 ～16 ：00

27 日仕）御机 、笠 長原 8 ：30 ～11 ：00

3 月 1 日（月）
武庫 10 00 一一11 ：00

荒 田、宮 ノ前、半 の上 13 00 一一16 ：00

2 日伏）
洲河 崎 、一 旦 8 ：30 一一11 00

下 安井 、新道 13 ：00 ～16 00

3 日（姻
池 の内 8 30 ～11 00

尾上原、日の詰、深山口 13 0 0一一16 00

4 日（粥
柿 原、 久連 8 30 ～11 00

佐 川 13 0 0～ 16 00

5 日（釦
本 1 8 30～ 11 ：00

本 2 、 本 3 13 0 0～ 16 ：00

6 日仕）本 4 、 本 5 8 ：30～11 ：00

8 日（月）
新 1 、新 2 8 30一、・11 00

小江尾 、大方 13 00－ 16 0 0

9 日伏）
西成 、袋原 8 30～11 0 0

吉原 13 00～ 15 0 0

支
払
っ
た
と
き

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
と
き
な

ど
で
す
。
こ
れ
ら
税
金
の
選
付
金
を
受
け
る

た
め
の
申
告
は
、
二
月
十
六
日
前
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

前
年
に
確
定
申
告
を
し
た
人
は
、

税
務
署
か
ら
送
ら
れ
た
申
告
書
用
紙

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
と
し
新
た
に
申
告
を
す
る
人
は

税
務
署
又
は
、
町
役
場
に
用
意
さ
れ

て
い
る
申
告
書
用
紙
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。
税
額
の
計
算
の
仕
方
、
申
告
書
の

書
き
方
な
ど
や
わ
か
ら
な
い
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務
署
ま

た
は
、
町
役
場
課
税
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

米
子
税
務
署

（
電
話
宍
五
九
－
三
二
・
四
一
二
二

役
場
課
税
係
（
電
話
二
二
二
）

申
告
に
必
要
な
書
類

相
談
に
こ
ら
れ
る
方
は
、
次
の
も

の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
所
得
税
申
告
用
紙
（
税
務
署
か
ら

送
付
の
あ
っ
た
も
の
）

・
印
か
ん

・
給
与
所
得
等
の
源
泉
徴
収
票

・
生
命
保
険
料
、
韻
書
保
険
料
の
支

払
証
明
書

・
雑
損
、
医
療
費
等
の
諸
控
除
及
び

配
当
控
除
、
あ
ら
た
に
住
宅
取
得
控

除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
申
告
に
必

要
な
関
係
書
類

ぐ
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
し
た
保
管
、

管
理
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
猟
銃
の
保
管
や
残
っ
た
実

包
等
の
耶
故
は
、
次
の
点
に
配
慮
し

て
、
盗
難
や
事
故
の
を
い
よ
う
十
分

に
注
意
し
て
下
さ
い
。

・
猟
銃
の
点
検
や
手
入
れ
は
、
実
包

が
こ
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
よ

く
確
認
し
て
か
ら
行
う
。

・
猟
銃
は
、
施
錠
し
た
堅
固
を
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
に
収
納
し
て
お
き
、
家
族

で
あ
っ
て
も
簡
単
に
持
ち
出
せ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
。

作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

・
2
月
16
日
（
火
）

9
時
3
0
分
か
ら
は
時

（
区
域
）
杉
谷

・
2
月
2
4
日
（
水
）

9
時
3
0
分
か
ら
ほ
時
3
0
分

（
区
域
）
古
屋
敷
、
探
山
口

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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命
令
♯
　
　
　
　
　
刷

人
の
動
き帝や

命

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

報町

荒尾小本大大
上江　　河河
田　原　尾　五原原

藤
原
美
暗

藤
原
栄
司

川
端
英
子

土
居
恭
子

中
尾
大
輔

阿
部
瑛
理
香

朝和　一　　廣廣
親仁幸　裕秋秋

長　長　長　長　二　長
女男　女　女男　女

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

府
小
原
谷
口
吉
寿
7
2
歳
稔
特
宅

小
江
尾
宇
田
川
常
子
7

3
歳
千
万
子
宅

久
代
　
昇
男

中
川
　
朱
美

川
上
　
俊
也

野
原
　
輝
美

木
下
　
雅
博

藤
　
　
秀
子

仲
田
　
　
守

米
倉
　
明
美

小
島
　
宗
門

小
笠
原
椅
子

宮
本
　
書
光

酒

井

一

枝

伊
藤
　
豊
彦

生
田
　
康
子

小
椋
　
　
徹

河
村
　
艶
子

中
尾
洋
三
郎

武
井
美
奈
子

）））））））））
兵
庫
県
三
田
市

宮
市
か
ら

御
机
大
阪
府
門
真
市
か
ら

米
子
市
大
崎
か
ら

俣
野
江
尾
長
崎
県
壱
岐
郡
か
ら

滋
賀
県
神
崎
郡

江
尾
か
ら

俣
野
か
ら

名
古
屋
市
中
川
区

秋
田
県
男
鹿
市

久
連
か
ら

下
蚊
屋

山
口
県
佐
波
郡
か
ら

俣
野
長
野
県
岡
谷
市
か
ら

江

貝
　
田
　
森
田
保
治
　
　
8
3
歳
　
智
宅

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

木
嶋
　
隆
史

下
尾
さ
と
子

清
水
　
　
茂

住
田
　
玲
子

小
原
　
　
隆

草
原
　
美
枝

林
　
　
二
郎

本
田
　
貴
子

原
田
　
道
幸

山
形
　
美
恵

森
田
　
朗
裕

前
田
美
智
子

））））））
西
伯
郡
淀
江
町

美
用
か
ら

吉
原
米
子
市
旗
ケ
崎
か
ら

米
子
市
上
福
原

江
尾
か
ら

武
庫
東
京
都
江
東
区
か
ら

江
尾
日
野
町
下
菅
か
ら

西
伯
郡
名
和
町

柿
原
か
ら

十
二
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

乗
　
尾
　
末
次
　
　
聖
殿

（
父
新
太
郎
様
ご
逝
去
）

小
　
原
　
谷
口
　
稔
樽
殿

（
父
吉
専
横
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

佐
　
川
　
上
口
数
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
松
波
と
み
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

日
の
詰
　
加
藤
宏
司
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

小
江
尾
　
永
井
昭
市
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
長
同
位
文
殿
（
祖
母
ふ
く
代

様
退
院
）

小
江
尾
　
長
尾
章
史
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
砂
口
正
道
殿
（
ご
本
人
梯
退
院
）

貝
　
田
　
藤
岡
博
明
殿
三
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
藤
岡
ふ
さ
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
　
市
　
河
上
貞
雄
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
三
　
角
田
き
ぬ
江
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
浦
部
延
寿
願
（
ご
本
人
様
退
院
）

特
別
寄
付

新
　
二
　
川
崎
　
仁
殿

受
章
記
念

江
府
中
学
校
生
徒
会
殿

文
化
祭
売
上
金

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

1
・
善
意
銀
行
受
払
報
告
…
…
‥

叩
　
卜
十
一
月
毒
針
額
　
　
　
　
　
●

百
五
十
九
万
六
千
六
十
三
円

叫

　

を

斉

憲

付

額

　

　

　

　

　

●

十
九
万
三
千
六
百
五
十
八
円

‥

　

内

　

訳

‖
　
快
気
祝
　
十
一
万
八
千
円

‖
　
香
典
返
し
　
二
万
五
千
円

‖
　
そ
の
他
　
五
万
六
百
五
十
八
円

∵
妾
出
額

■
　
　
　
六
万
四
千
二
百
五
十
円

I
■
　
需
用
費
　
五
万
四
千
二
百
五
十
円
　
一

…
小
江
尾
部
落
払
出
し
　
一
万
円

…
午
二
月
薫
計
額

百
七
十
二
万
五
千
四
百
七
十
一
円

法令◎侶覿

城

山

の

兜

御
机
城
山
の
左
横
に
不
動
ケ
滴
が

あ
る
。
そ
の
滝
に
夜
に
在
る
と
怪
物

が
現
わ
れ
る
と
い
う
噂
が
村
中
に
広

ま
っ
た
。
村
人
達
は
幽
霊
だ
、
い
や

大
入
道
だ
と
毎
夜
の
よ
う
に
話
題
に

し
て
い
た
。

あ
る
日
村
の
若
者
達
は
、
そ
れ
で

は
正
体
を
つ
き
と
め
よ
う
と
い
う
こ

と
と
な
り
、
若
者
達
の
中
で
も
剛
の

も
の
十
数
人
が
、
刀
や
弓
矢
を
持
っ

て
城
山
に
登
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、

い
く
ら
待
っ
て
も
何
ご
と
も
な
い
。

「
さ
て
は
我
々
に
恐
れ
を
な
し
た
か
」

と
話
し
合
う
う
ち
夜
が
更
け
、
丑
満

刻
と
も
思
え
る
こ
ろ
、
不
動
ケ
渦
か

ら
異
様
な
音
響
と
と
も
に
銀
色
の
光

が
輝
き
は
じ
め
た
。
ま
ぶ
し
く
て
と

て
も
目
を
開
い
て
み
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
そ
れ
に
谷
い
っ
ぱ
い
に
響
く

異
様
な
音
は
益
々
激
し
く
な
り
、
立

っ
て
い
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

若
者
達
は
、
今
ま
で
の
元
気
は
全

く
失
い
、
「
そ
れ
怪
物
が
出
た
」
と

叫
び
な
が
ら
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
次

々
と
矢
を
放
ち
、
あ
と
は
一
目
散
に

逃
げ
帰
っ
た
。

翌
朝
話
を
聞
い
た
村
人
達
は
、
そ

れ
を
確
か
め
に
不
動
ケ
縄
に
で
か
け

た
が
来
て
み
て
驚
い
た
。
滝
の
中
程

に
大
き
な
立
派
な
銀
の
兜
が
あ
り
、

こ
れ
に
教
本
の
矢
が
式
中
し
て
い
た
。

村
人
達
は
お
そ
る
お
そ
る
さ
げ
お
ろ

し
、
こ
れ
を
持
帰
っ
て
村
の
お
宮
に

奉
納
し
た
。

そ
れ
か
ら
数
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。

一
人
の
旅
僧
が
村
を
訪
れ
、
あ
の
兜

は
寺
に
納
め
な
い
と
た
た
り
が
あ
る

と
い
っ
て
持
ち
去
っ
た
が
、
そ
の
後

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
旅
僧
も

二
度
と
姿
を
み
せ
を
か
っ
た
と
い
う
。

鏡
掛
め
話

昔
か
ら
こ
の
道
は
備
前
と
因
幡
を

結
ぶ
間
道
で
、
元
弘
二
年
、
足
利
氏

に
追
わ
れ
た
後
醍
醐
天
皇
は
こ
の
道

を
落
ち
の
ぴ
、
坂
道
の
途
中
の
清
水

を
飲
ま
れ
、
鍵
に
な
っ
た
木
の
枝
に

杖
を
か
け
て
皇
政
の
再
興
を
祈
ら
れ

た
と
い
う
因
縁
か
ら
、
道
行
く
人
は

曽
木
の
枝
を
折
り
、
諸
頼
成
就
を
祈

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
鍵
掛
」
と
よ
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

峠
か
ら
見
え
る
四
方
の
景
色
は
こ

と
の
外
美
し
く
、
大
山
南
壁
の
絶
景

を
背
に
、
左
に
平
臣
将
門
築
城
の
あ

と
と
い
わ
れ
る
御
机
城
山
や
、
中
国

山
地
の
連
山
、
裾
野
に
広
が
る
村
々

を
一
望
の
う
ち
に
お
さ
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

t
　
（
江
府
町
史
か
ら
）▲鎗掛峠からみる大山南壁

⑳
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